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論文内容の要旨
Sを解析的有限で双山型の 1)ー マン面とし.Sの点Plを任意にとって固定する。 S"I=~{PI) とおく。 S
上の自己同相写像で，点Plを固定し，かっ， Sの恒等写像とS上でイソトピックなものの全体をHomeo'(S;
PI)とおく。また.Homeo+CS;p，)の元のうち.Sの恒等写像とSPI上でイソトピックなものの全体を
Homeoo(S; PI) とおく。 Homeo~(S;Pl)はHomeoo(S;Pl)の正規部分群となり，
1sot(S; PI)=Homeo-+(S; Pl)/Homeot (S; PI) 
とおくと， Isot(S; PI)とSの基本群πI(S.PI)との問には自然な同型写像Isot(S;PI)ヨ[ω]I→[Cω]E 
πI(S.PJ)が存在する。一方，Isot(S，pl)の任患の元[ω]は自然にSplのタイヒミュラーモジュラ一群
Mod(S"l)の元〈ω〉に対応する。
Isot(S; Pl)の任意の元[ω]に対して.<ω〉のBers型を. [ω]に対応するだ1(S，pl) の元[C，.]の幾何
学的性質から判定できないだろうか?この問題について， 1981年， I.Kralこより一つの解が与えられた。
Kraによるこの結果は，小平山而から導かれるリーマン面の正則族のモノドロミーの分類|山題に応用でき
る。
今度は，Sの相異なる三点， Pt. P2を任意にとって固定し.上記と同様の問題設定を行ってみる。 Spl，p2= 
S"'-{pl， P2}とし， IJomeo・(S;Pl，P2)，HomcoÕ(S;Pl ，P~) をそれそ'れ， S. 1-.の自己同柑写像で，二点pJ，
P2を固定し，かっ.Sの恒等写像と S.SPJ.p?上でイソトピックなものの全体とする。 !sot(S;PI ，P2) = 
Homeo-(S; Pl，p2)/Homeou(S; Pl，P2)と. ピュアプレイド群π1(S x S"'-!:. ， (p 1 ，p 2)) ， ( !:.= ((p ，p) 1 P E 
S})との聞には，自然な同型対応Isot(S;Pl，P2)ヨ[ω]~ [b"，]Eπ1 (SXS"'-1:.，(PI ，P2))が存在する。本
論文では， Isot(S; Pl ，pz)の元[ω]に対して. <ω〉とMod(Sp，.;>2)のBers型が双曲型で、ある為のーつの
必要十分条件を，対応するピュアプレイド[b"，Jの幾何学的性質により与える。
論文審査の結果の要旨
(g， n)型のリーマン面の正則肱ー(M.π，S)が与えられたとき，この疋則族はタイヒミュラー空間 T(g，
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九)の中に表現することができる。すなわち，低空間Sの普通被穫を の:三→Sとするとき，正則写像
φ:S→ 1(g，n)が存在して，任意の7εぎに対して. 1)ーマン面X田け)=万一l(の(γ))は①(1)の表すリーマ
ン面と双正則同値になる。つまり，①(7 ) =[XøCrH~田ír) 1となる。ここで， ~aJ( r)はリーマン両X咽(7)のマー
キングである。
底引間Sの基本群をπ1(S， tO)とし，タイヒミュラー・モテ'ュラー群〈写像類群)をMod(g，n)とすると
き，表現写像@は群の準同型写像(モノドロミー写像)φ'.:J[ 1 (S， tO)→Mod(g， n)と定める。モノドロ
ミー写像の幾何的な意味は次の通りである。任意の元rE 1l 1 (S， tO)に対し，パラメータ tが，tnを始点、に
して， リーマン面X，上のマーキングL，を連続的に動かす。パラメータtが閉曲線7の上を・周するとき，
X・り上の初めのマーキングl:lU は別のマーキングL;に変る。その取り換えを表現するのがφ.( r)であって，
φ0，=φ.( 7) 0φという関係式を満たす。
本論文の自的は，モノドロミーφ‘(7)εMod(民代}の分類をすることである。主要な結果は，ある種の疋
則族に対しては，①.( 'Y)のI3ersとThurstonによる分類の現を閉曲線7の幾何的な情報から完全に決定で
きるということである。この方而の先駆的な研究としては.Kraの1981年のものがあり，正則族(SxS"'"ム
π，S)に対して， φ.( 1)の型を 7の幾何的な情報から完全に決定した。ただし. s(まsxsの対角線集合
でπは向然な射影である。本論文では次の2つの重要な正則族について考察した。一つはA1={(x，y，Z) I x， 
y，zES，χ手y，y手Z，Z手x}とするとき.(M，π， SxS""'O)であり， rを組み紐も言葉で述べて， φ.( r)の
分頬がなされた。これは.Kraの場合の拡張になっており，またKarの結果の.5]IJ証明も与えるものであるの
もう一つは，小平曲面から定まる正WJ族であり，これはKraの結果の応用にな勺ている。
以上の結果は， リーマン由のiE則族のモノドロミーのI3ersとThurstonによる分類の型を決定し，正則族，
タイヒミュラー空間，写像類群についての新しい知見をもたらすものである。よって，博士(理学)の学
校授与に値するものと審査したο
-119一
